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購 読 要 項(1996年1月 改 訂)

1.発 行 は毎 月,年12回 と し,年 間購 読 者 を会員 とす る.

2・ 一 般 会 員 は年 間予 約 購 読 料1O ,OOO円(送 料 と も)を 前 納 す る.賛 助 会 員 は20,000円(送 料 と も)と す る.

払 込 み は郵 便 振 替 に 限 る.口 座番 号OlO50-9-4772泌 尿器 科 紀 要編 集 部 宛 .

3・ 入 会 は 氏 名,住 所 を記 入 の うえ泌 尿 器 科 紀 要 刊 行 会 宛 ,は が きかFAXに て 申 し込 め ば所 定 の用 紙 を送 付

す る.

投 稿 規 定(1996年1月 改 訂)

1.投 稿:連 名 者 を含 め て 会員 に限 る.

2・ 原 稿:泌 尿 器 科 学 領 域 の全 般 にわ た り,総 説,原 著 ,症 例 報 告,そ の ほ か で和 文 ま た は英 文 とす る.原 著,

症 例 報 告 な どは他 の雑 誌 に発 表 され た こ との ない 内容 で な くて は な らな い.

(1)総 説,原 著 論文,そ の 外 の普 通論 文 の 長 さは,原 則 と して,刷 り上 が り本 文5頁(400字 ×20枚)ま で と

す る.

(2)症 例 報 告 の長 さ は,原 則 と して,刷 り上 が り本文3頁(400字 ×12枚)ま で とす る .

(3>和 文 原稿 は ワ ー プ ロ を使 用 し,B5ま た はA4判 用 紙 に20×20行,横 書 き とす る.年 号 は西 暦 とす る.文

中 欧 米 語 の 固 有 名詞 は 大文 字 で,普 通 名 詞 は小 文 字 で 始 め(た だ し,文 節 の 始 め に くる場 合 は大 文 字),明

瞭 に 記載 す る.

(イ)原 稿 の表 紙 に標 題,所 属 機 関 名,主 任 名(教 授,部 長,院 長,科 長,医 長 な ど),著 者 名 の順 で和 文 で

記 載 す る.筆 頭 者 名 と,2語 以 内 のrunningtitleを 付 記 す る.

例:山 田,ほ か:前 立 腺癌PSAP

(ロ)和 文 の 表 紙,本 文 とは別 に,英 文 標 題,英 文抄 録 をつ け る.標 題,著 者 名,所 属 機 関 名,5語(英 文)

以 内のKeywords,抄 録 本 文(250語 以 内)の 順 にB5ま た はA4判 用 紙 に ダブ ル スペ ー ス で タ イ プす る.

別 に抄 録 本 文 の和 訳 を添付 す る.ワ ー プ ロ原 稿 可.

（ハ）原 稿 は,和 文 標 題,英 文 標 題,英 文抄 録,そ の和 訳,緒 言,対 象 と方法,結 果,考 察,結 語,文 献,図

表 の 説 明,図,表 の 順 に配 置 し,原 稿 下 段 中 央部 に和 文標 題 ペ ー ジ を1と す るペ ー ジ番 号 を付 け る.

(4)英 文 原 稿 はA4判 用 紙 に ダ ブ ル ス ペ ー ス で タ イ プ し,原 稿 の 表 紙 に 標 題,著 者 名,所 属 機 関 名,Key

words(和 文 に準 ず),runningtitle(和 文 に準 ず)の 順 に タイ プ し,別 に標 題 著 者 名,所 属 機 関 名,主

任 名,抄 録 本 文 の 順 に記 した和 文 抄録 を英 文 原稿 の後 に添付 す る.和 文 原稿 と同様 にペ ー ジ番 号 を付 け る.

(5)図,表 は必 要 最 小 限 に と どめ,普 通論 文 で は 図10枚,表10枚 まで,症 例報 告 で は 図5枚,表3枚 まで と

す る.

図,表,写 真 な どは そ れぞ れ 台 紙 に貼 付 し,そ れ らに対 す る説 明 文 は 別紙 に一括 して一 覧表 にす る.説 明

文 は英 文 とす る.原 稿 右 欄 外 に挿 入 され るべ き位 置 を明示 す る.写 真 は トリ ミング し,図 ・表 は誤 りの な い

こ とを十 分 確 認 の うえ,ト レー ス して紙 焼 した もの が望 ま しい.様 式 につ い て は 本誌 の 図 ・表 を参 照 す る.

写真 は明 瞭 な もの に 限 り,必 要 な ら矢 印(直 接 写 真 に貼 付)な ど を入 れ,わ か りやす くす る.

(6)引 用 文 献 は必要 最 小 限 に と どめ,引 用 箇所 に引 用 文献 番 号 を入 れ る.文 献 番号 は本 文 の 文脈 順 に付 す こ と

(アル フ ァベ ッ ト順不 可).そ の数 は30ま で とす る.

例:山 田1'3'7),田 中 ら8'll、13)によ る と…

雑 誌 の場 合 一 著 者 名(3名 まで,そ れ以 上 の と きは 「ほ か」 「etal.」 とす る):標 題.雑 誌 名 巻 最 初

頁 一最 終 頁,発 行年

例1)KilbleT,TrickerAR,FriedlP,etaL:Ureterosigmoidostomy:long-termresults,riskof

carcinomaandetiologicalfactorsforcarcinogenesis.JUrol144:lllO-1114,1990

例2)竹 内 秀 雄,上 田 眞,野 々 村 光 生,ほ か=経 皮 的 腎砕 石 術(PNL)お よ び経 尿 道 的 尿 管 砕 石 術

(TUL)に み られ る発 熱 につ い て.泌 尿 紀要33:1357-1363,1987

単 行 本 の 場 合 一 著者 名(3名 まで,そ れ 以 上 の と きは 「ほか 」 「etaL」 とす る):標 題,書 名.編 集者 名

(3名 まで,そ れ以 上 の とき は 「ほ か」 「etal.」 とす る).版 数,巻 数,引 用 頁,発 行所,出 版 地,発 行 年

例3)RobertsonWG,KnowlesFandPcacockM:Urinarymucopolysaccharideinhibitorsofcal-

ciumoxalatecrystallization.In:UrolithiasisResearch.EditedbyFleishH,Robertson

WG,SmithLH,etaLlsted.,pp.331-334,PlenumPress,London,1976

例4)大 保 亮 一:腫 瘍 病 理 学.ベ ッ ドサ イ ド泌 尿 器科 学,診 断 治療 編.吉 田 修編.第1版,

pp.259-301,南 江 堂,東 京,1986

(7)投 稿 に あ た っ て は,本 誌 を十分 参 考 に して体 裁 を守 る こ と.

(8)原 稿 は,オ リジ ナ ル1部 と コ ピ ー2部(図,写 真 は3部 と も オ リ ジナ ル)を 書 留 で 送付 す る.万 一 に そ

な え て,コ ピー を手 元 に控 え てお くこ と.

(原稿 送付 先)〒606-8392京 都 市左 京 区聖 護 院 山王 町18メ タボ 岡崎301号 泌 尿 器 科 紀要 刊 行 会宛

3.論 文 の 採 否:論 文 の採 否 はEditorialboardの メ ンバ ー に よ る査 読 審 査 の 結 果 に従 い決 定 され る.た だ し,

シ ンポ ジ ウ ム な どの 記 録 や 治験 論 文 につ い て は編 集 部 で 採 否 を決 定 す る.
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4s論 文の訂正:査 読審査の結果,原 稿の訂正を求められた場会は,4◎ 鑓以内に,訂 正された原稿に訂正点 を

明示した手紙をつけて,前 記泌尿器科紀要刊行会宛て送付すること,な お,Editorの 責任において一部字句

の訂正をすることがある.

5.校 正:校 正は著者による黄任校正とする.著 者複数の場合は校正責任者を投稿時指定する・

6.掲 載:論 文の掲載は採用瀬を原鋼 とする.遷 速掲載を希望するときは投稿時1こその旨申し出ること・

(1)掲 載 料 は1頁 につ き和 文 は5,500円,英 文 は6,500円,超 過 頁 は1頁 につ き7,000円,写 真 の 製 版 代 ・ 凸

版,ト レー ス代,劉 羅,送 料 な ど は瓢 こ実 費 を 申 し受 け る.

(2)迅 速掲載には迅速掲載料を要する.5頁 以内は30,000円,6頁 以上は1頁 毎に10,000円 を加算 した額を

申し受ける.

{3>薬 剤の効果,灘 定試薬の成績,絵 療機器の使罵などに関する治験論文および学会抄録については,掲 載料

を別途に申し受ける.

7.別 冊:実 費負担とし,著 者校正時に部数を指定する.

Inf()rmationf()rAuthorsSubmittingPapersinEnglish

lrManuscripts,tablesand丘gur¢smustbesubmittedinthreecopies.Manuscriμsshouldbetyped

d◎ 疑b韮e-spacedw韮thwidemarg圭 織s◎ 盤8.5わyH量Rckpaひer.T薮et¢x£{}fa韮 墨reg9呈armaRuscriptS§h◎ 撮d

notexceedl2typewrittenpagcs,andthatofacasereport6pag¢s.Theabstractshouldnotexceed

250w◎rdsa簸dshouldcontalnnoabbreviations.

2.Thefirstpageshouldconta孟nthet孟de,fu蓋lnamesandaMliationsoftheattthors,keyw◎rds(盆 ◎ 搬ore

than5words),andarunningtitleconsistingofthefirstauthorandtwowords.

e.g.:Yamada,etaL:Prostaticcancer・PSAP

3.Tke蕪st◎frefereRcess難 ◎秘韮d圭 織c蓋ude◎ 籍ly癌 ◎§ep疑b韮icat圭 ◎擁swhickaτec圭 宅e{圭iRtketext.Re艶re鍛ces

shouldnotexc¢ed30readilyavailablec孟tations.Referenceshouldbeinthcf()rmofsupersc㎡pt

RumeralsaRdsh・ 巌xx◎ 宅bea懸 総geda韮phabe{呈ca韮 豊y・

4.Thetitle,thenamesanda缶liationsoftheauthors,th¢director'sname,anda鍛abstractshouldbe

providedinJapanese.

5.F・rfurtherdeta量IS,r¢ 艶rt◎arece蹴 」◎殺rna韮.

編 集 後 記

2000年 が 明 け た.日 本 の社 会 は激 し く動 い て い る.医 学 ・医療 を取 り巻 く状 況 も厳 しい ものが あ る.こ れ か ら

どの よ うな方 向 に進 むで あ ろ うか.

ア メ リカの10年 前 が 現在 の 鑓本 に 当 て は ま る と云 われ た こ とが あ る、 な ん とな く反発 した くな る考 えで は あ る

が,少 な くと も参 考 にな る こ とだけ は確 かで あ る.ア メ リカ の医 療 が 辿 った 同 じ道 を,日 本 の医 療 も辿 るで あ ろ

う と患 われ る点 が い くつ か あ建 られ る.

まず,DR(}/PPSの 医 療 保 険 制 度 は,5年 くらい の う ち に 日本 で も行 わ れ る よ うに な るで あ ろ うが,そ うな

る と,効 率 の 良 い医 療 が病 院 の収 入増 加 につ なが り,い か に して入 院 期 間 を短 縮 し,診 療 に か か る諸 経 費 を少 な

くす るか に重 点 が 移 宥 す る.医 学 ・医 療 の 専 簡 化,総 分 化 は さ ら に進 むが,嗣 時 に ホ 弓ス テ ィ ック メ デ ィ シ

ン.全 人医 療 の重 要 性 が 叫 ば れ,プ ライ マ リー ケ ア のニ ー ズ は増 加 す る.

医学 憂 究 は ど うな るか.大 学 病 院 は独 立 法 人化 に よ 珍病 院 と しての 財 政 が重 視 され る よ うに な る.患 者 さん が

集 まる よ うな教 授 を大 学病 院 も求 め る よ うにな る.臨 床 研 究 も研 究 の ため の研 究,ペ ーパ ー の た め の研 究 は な く

な り,臨 床 に役 立 つ 研 究,意 義 の あ る研 究 が 志 向 され る よ うに な る.未 知 な る ものへ の 挑 戦 をすべ て是 とす る考

え で は,研 究 を続 け る こ とは で きな くな る.

医学 教 育 に求 め られ る もの は,良 医 を育 て る こ とで あ り,研 究 者 を育 て る こ とで は な い こ とが は っ き りす る.

硬 究者 の 育 戒 は大 学 院 の任 務 で あ る。 そ の大 学 院 も,観 究 者 の 育成 だ けで はな く,よ り高 度 の専 門 家 の 育成 も 目

標 の一 つ にな る であ ろ う.

以上 は思 いつ くま まの 予 測 で あ るが,い ず れ に して もは っ き りと時 代 の流 れ を見 定 め て,し っか り した 舵取 り

をす る こ とが リー ダ ーに 求 め られて い る.

(吉 田 修)
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